
　平成 20年４月から、新しい「後期高齢
者医療制度」が始まります。これまで「老
人保健制度」で医療を受けていた人は、新
たに独立した「後期高齢者医療制度」で医
療を受けることになります。
　この制度は、老人医療費を中心に国民医
療費が増大する中、現役世代と高齢者の負
担を明確にし、公平でわかりやすい制度と
するため、75歳以上の後期高齢者を対象
として創設されるものです。

　都道府県ごとに区域内の全ての市町村が
加入する「後期高齢者医療広域連合（以下
「広域連合」と標記します）が運営主体と
なり、後期高齢者医療制度を運営すること
になります。

　市町村は、後期高齢者医療制度の事務の
うち、保険料の徴収、被保険者からの申請
や届出の受付、保険証の引渡しなどの窓口
業務を行います。広域連合は、保険料の決
定や財政運営、医療を受けたときの給付な
ど制度の運営全般を行います。
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取
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入
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☎（23）1155夢美術館情報
●女性の手しごと展
　期間 :10 月 28日（日）～ 11月 18日（日）

●夫婦の手紙・絵手紙展
　期間 :11 月 22日（木）～ 1月 10日（木）
　※ 11月 27日（火）は休館日
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催
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介
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わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより
問い合わせ先　わいふ一番館　☎（24）6630

きくちにじの会
期間：11月6日（火）～11月18日（日）
　原因不明で治療法の確立していない難病患
者が、長い闘病生活の中で生きがいを求め、
日頃の趣味を生かし創作活動を行い、その作
品を展示することで明日への活力源になり、
病気があっても病人にならないよう心の健康
を目的とし、一般の方々に少しでも難病を理
解していただけたらと思います。

菊池地域難病患者家族の作品展示会

　まちづくり寄合所１階ギャラリーでは、出
展する人を募集しています。個人やクラブ・
サークル活動で作った作
品などを多くの人に見て
もらいませんか？もちろ
んプロの人も大歓迎です。
　また、２階和室は、文
化活動の発表やまちづく
りに関する活動の場とし
て誰でも利用できます。

わいふ一番館（まちづくり寄合所）で
出展してみませんか？

　熊本県内に住所を有する
① 75歳以上の人（75歳誕生日から）
② 65歳から 74歳の人で寝たきりなどの
一定の障害がある人（広域連合の認定を
受けた日から）

　被保険者一人ひとりに、後期高齢者医療
被保険者証を交付します。

　今までの老人保健制度と同様に、１割（現
役並み所得者は３割）を医療機関の窓口に
支払っていただきます。

　保険料は被保険者一人ひとりにかかりま
す。
　保険料の納め方は、介護保険と同様に、
「特別徴収」と「普通徴収」があります。
※保険料について詳しくは、広報きくち「平
成 20年１月号」に掲載します。

　後期高齢者医療制度でも、これまでの老
人保健制度と同様の給付が受けられます。
①療養の給付（病気やけがの治療を受けた
とき）

②入院時食事療養費（入院したときの食事
代）

③入院時生活療養費（療養病床に入院した
ときの食事代・居住費）

④高額療養費（1カ月に支払った自己負担
が高額になったとき）

⑤高額介護合算療養費（1年間に支払った、
介護と医療の自己負担の合計が高額に
なったとき）

⑥訪問看護療養費（医師の指示で訪問看護
を利用したとき）

⑦療養費（やむをえず全額自己負担したと
き）

⑧葬祭費（被保険者が死亡したとき）

●後期高齢者医療制度 ●広域連合

●市町村と広域連合の役割

●対象者（被保険者）

●保険証

●医療を受けるときの一部負担

●保険料

●後期高齢者医療で受けられる
　主な給付

制度の主な内容

平成20年４月から
「後期高齢者医療制度」が始まります
問い合わせ先　健康推進課国保・医療給付係 ☎（25）7218
　　　　　　　熊本県後期高齢者医療広域連合 ☎096（368）6511

　熊本県後期高齢者医療広域連合のホームページ（http://www.kumamoto-kouikirengo.jp）で、制度の
概要は確認できます。
　後期高齢者医療制度に対するご意見などは電話またはメール（koukikoureisya@kumamoto-kouiki.jp）
にてお寄せください。
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111


